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湖沼や河川の翠携胸均の研究tは主、 19世絶の中頃から今日 1 は今までの研究カか〉らF朗月らかとなつた結果をま E φ?乞亡多
までに、著Lい発達をとげてきたが、その大部分の研| くの和名を発表するとともtにこ、臼2本主産毛趨目の学名和
究tは主、沼や湖などの土比七絞的研究の容易な処に就いてでbで| 名一覧表を発表した。これが我か冨に於げる毛麹目に
あって、河川や渓流の研究t丸一般にたちおくれたか! 就いての最初のまとまった P ストで怠ると思われる。
んがある。特に山間渓流の動物の研究は現在殆ど行わ| それによれば、持活から知られた毛趨自は 19矯 4 科
れていないと言っても過言ではないであろろ。この山! としては世界中で16科が知られているが、この中15科

Beraeidae のみが主持自には産せず、ー〆
いては陸水動物の全般にわたる研究の発援をおくらせ l属としては75属が知られると報じ℃いる。次に現在、ー・
ているものでらる。 I世界に知られている16種を M !RTYNOV く1924) に従つ
陸水動物の中でァ・ヲ y グト ν等に就いては相当研究j て参考までに上げておく。

が進んでいd抗陸水動物の全体の5 0 %をL めている I i  ) ，'環援亜日 Annulipalpia 
71 < 接見虫については陸援昆虫の研究が進歩L てい副こ I 1. チガレトピケヲ科 Rhyacophi1idae 
もかかわらず、その研究が不十分であって分類学、生 I 2. ヒ，メトピケラ科 ‘ Hydropti1ic1ae 
理学、動物地理学等すべての国こ於いて、今後の積極 I .3. れトピケヲ科 jメ Philopotamidae 
的な研究が望まれている。水箆昆虫の中毛趨局、積麹 I 4. ヒゲナガカワトピケラ科 Stenopsychidae
目、臨目など叩刻、去が国明、現在問こ、 ;j5. ィワトピ? 科 ""， Polyce山 0凶 _ae
川村多笑ご、上野益三J 浮由主込部桑山寛の諸知防 1 6.1 グ〆トピケラ科 Psychomi伽
によって行われて長たとは去え、これ等の先生方ら研J 7.._ v'、官ケ y ヤふピケラ科 Arctspsychidae 

、一叶￥
究を受けつぎ、 71 < 箆昆虫の研究分野に久ろうとする同 8. f  V'"，"<t トピケラ科 y  
好の士の少ない靴突に淋Lいol' iy J  11〉完翻目 I前 egripal仰 いも
以下、私は水接見虫の中でも特に興味あると思われ 1" 9. アy エダトピケラ科 Calam，口ceraeidae
る毛麹自に就いての臨見を行ろ o -;;， l' 10. プトヒグトピケラ科
1) 毛麹自の分頚 :;j.11. モソバトピケラ科 Molannidae 
毛趨自 (Trichoptera) は昆虫類の中吉弘最も鱗 1" 12. ヒゲナガトピケラ科 Leptoceridae 

麹目 (Lepidoptera) ; ，に近く、鱗担自の祖先的な一群で， 13. トピケラ科 ，，". Phryganeid泌
あると去号事は昆虫の系統学上から定説となってい I 14. エグリトピケラ科 Limnophi1idae 
ふ。我が園の毛趨自の分類学的研究に於ては、外国の 15. Beraidae 
学者による処が大きし B A)lK ，MCLACHLAN， I  "'"i6: グトずケラ科 内 Sericostomatidae 
MARTYNOV， NAVAS の諸氏を上げる事が出来る。また l 毛麹目の分類の主要な鍵となるものは上に記した両

/ 我が国の学者とL ては、洋国後昔、松村法年、中原和 1:亜目の特徴である Q これは成虫の特徴に於ても、幼虫
郎、桑山覚、上野主主三の諸氏に? よって行われた研究が| の特徴に於ても、朗らかに区別できるものであって、
主なものである o 、 l 現在り分類では最も重要視されてい O o
この中でも材陣の毛麹買とL て、最も多くの種を| 二耳目の特徴・川山、 : 否。

上げたものは、 ULMER (1908) である。恋村 (1931) I  i)' 環嶺亙目 Annulipalpia --， ，- "込 1

は日本大昆虫図鑑に、本邦から多くの新種を記載して| 幼虫はすべてヵ γぷデ' ヤ型で可I携性の筒巣を持って
いる。また岩田( 1927-1930) は幼虫による毛麹目の| いない。多くは吐き出す踊総を以って砂やノj、右をつづ
分類、を行い、数回にわたって記載を報告し幼虫による! って巣室を造る。時には綱を造ることがある。通常小
新顔を多く報ひ屯いる。この岩因。研究によってその l腿援は 5節からなり最後の節は長く、斑紋を持つ℃い
分野も開け非常に朗擦になってきたが、牛羽化成虫との l る。下庭環もまた同様で、通常 5節を持っており最後
関係を究明したものは少なく、この点今後幼虫による! の節は一般に長い。またこの節も斑紋を有する。幼虫
分類も羽化成虫に関係づけ℃整理してゆくことが 11主主として肉食性でらる。
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臼〉完務亜日 lntegripalpia
幼虫は箆児型または亙盟但型、河携性の筒巣を造っ
ている。嗣を造ることがない。前亜日とは違い、小限
務、下屡薮共に最後の節は普通である。小限努の数は

学などの研究も不完全であると去号事は言をまたな
し、。それ故今後の研究が大いに望まれるわけである。
2) 毛麹自の形態及び生態
毛週目の幼虫は種類の多いこと、生活様式の種々多

科、属、種の数からみると、宅週日の研究ば非常に| な構成員である o またこのことは渓流に箆む抵胸の50
よく行なわれている主うに見うけられるが、今季での IJ幼どの毛麹旬の幼虫であることふらも解る。 e

研究は主，として b ピケラ科やエグリトピケラ科の様な| 毛趨自は幼虫、婿の時代を経て成虫になる完全変態
湖沼や河川などの比絞的静水に屡む幼虫を持ったもの| をなすー訴である。幼虫と煽の時代は水中で生活し、
であって山間渓流などの急流に棲む幼虫を持っている| 多くの種類がn J 携性の筒巣か叉は間着性の巣室を造
ものはまだ良く研究されていない。
津田i'J: If日本産毛麹自の学名和名一覧表" の中で、

H 日本産話麹自の種類の数は現在知られている処では
194 : 箆であるが、将来まだま起訴しい種類が見つけら
れとの数字がはるかに大きくなるのは明らかであるn 、
と述λている。また今までに矧られている処から見る
と日本に産する、毛麹買は東洋地域の他の固と比べて見・

る。このt} l : ¥ - J : 弓週目の生活上の大きな特徴をなしてい.
る。 "  .). 
1  ) 筒巣及び巣室
卵から勝化L たばかりの幼虫は直ちに自分の入るべ
き巣を造り始ある。この巣は型も構成される材料も多
種多織である。材1彦? としては水中にある種々な物質、
例えば水生縞物の細片、水中によどむ小枝、朽葉や

れば多くの種が知られている。例えぽ中国 160麗、プ| 小右、砂等を用いている。
先ず幼虫は口より吐出した唾液状の物質でこれらの

日本産毛麹自の分類学的研究に就いては主として上| 材料となるべきものを集めてつづり巣を造る。巣を造
述の様な研究が発表されたがi その後の研究は現在に| るには口器、特にー胤と前肢とが大いに役立つと云わ
いたるもなおこれと云った研究が発表されていない。 Iれている。先にも述べたように巣の型はいろいろある
分類学的研究を妨げる理由はし、ろいろあるとしても、 | が、種類によってその型も材料もほぼ一定している。
分類学的研究がこの様な現状では、三母島学、動物地盟 I (Fig. 1) 巣の中の幼虫を見なくても、巣の外観だけ
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Fig. 1， 1 ，ホソメトピケラ科 ] [ ，ナガレトピケラ科 l l J ，エグリトピケラ科了直，トピケラ科

， IV 

で、何の種に属するかが解る様、巣の材料と型は極に| はり、流れて来る食物がその摘にかかるのを待つので
よって独特である。多くのものは可携性、郎ちその巣 iある。
の中にスったままでも移動出来る筒状の巣〈筒巣〉を造! 嗣をはるものとしては、シマトピケラ陶Z好例であ
っているが、戎るものは、水中の石面上に砂やノj、右を:i り、芦面上に巣を造るが縮をはらないものとしてはヒ
集あてつづり合せカマボコ状の巣を造るか、指物の絢| グナガカワトピケラ科のものが好例である。またこれ
片付りを集めてかメ状の固憲性の巣〈巣室) ，等の栄の形と材料は幼虫の生活様式と深い関係があ
を造る。可揚陸の巣を造っているものは食物を得るた 1 り、トピケラ科の様に殆んど凡てが静水を示す湖沼の
めに移動出来るが、石面上にZ誌を造るものは移動が出! ょうな処に棲むものは、植物材料を用いて比較的大き
来なb 、から絹総状の物質を吐出L て巣の一部分に綱を i な粗雑な巣を造るが、ケトピケラ科、ヒゲナガトピケ
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ラ科などの様に急流に棲む幼虫は、砂やノj、右を用いて
細長い角状の筒巣を造るものが多い。どれもその前端
を流れに向けて支え強い流れに容易におじ流されぬ滋
になっている。
巣の型で特に与凍のある型をL ているものに0・トピ
グラ科のェνギヨウトピケラ闇 (Goera)に属するニ y
ギョウトピケラ (Goera japonica Banks)がるる。こ
れは石函ょに砂や石を集めてカマボコ型を造り、メZ盟
の翼状の砂粧を商側につけており、一見人形の様に見
えるものである。またこのュ y ギョ' 7 . トピケラの幼虫
は主とL て急流の石面上に践むので、大型な翼状の砂
粧が強い流れに対しての安定度を高めている。(Fig.2)

Fig.2， :::.νギヨウトピケラの巣

Fig.3， 毛麹自幼虫の 3型
(a) 盟児型 he. 頭部

2 ) 幼虫の形態
幼虫の形態ははっきりと他の部分と区別する事の出

来る頭部を持ち、口器は非常に丈犬で胸部は少なくと
も一個の角質の板をもっている。腹部は膜質ではなく

尾脚をもっていない。幼虫の型は大体が H カイコW の様

な形をしているが、その頭部が体の長軸に対してどん
な角度をもっているかによってl { RA P A L E K は三つの
型に分けているo 即ち、頭部が体の長軸と問ーの方向

区劃] され℃いるものをカムボデア型 campodeidform

(Fig. 句、体の長軸に対L て角度が大きくほとんZ
直角についており、体は太く各腹部の聞の接合部の浅
いものをカムボデア型に対L て H 謡児型" (Fig. めと

いい、ただトピケラ科 Phyganeidae の幼虫のみはこ
の両型の中聞の型をしているので" : i l l i . 詔児型H と去号。
可携性の巣をつくるものは一般に詔児型であり、固

(b) 亜諮児型
(c) カムボディア型

th. 前中後胸
ab. 腹部

n. 固定着器
b. 紅門腿

k. J!r，g 
.  s. 側腺

鷲性のE誌をつくるものはカムボデア型である。渓流に
生活する毛麹自の代表者、シマトピケラ科、ヒゲナガ
カワトピケラ科などに扇するものはいずれもカムボデ
ア型であり、特にγマトピケラは食物を集めるために
みごとな綱を造っている。
(a) 詔 児 型 eruciform-例=rv トピケラ季I
(b)彊詔児型 suberuciform一例トピケラ科
(c) カムボデア形 campodeidfrom-例! ヒグナガ

カワトピグラ科
いずれの型の幼虫でも駄の後端に後推器と呼ばれる

鈎状の丈夫な突起を持ている。これは巣の中に自分の
駄を固定するに役立つものでるって、これがあるため
に可携性の筒巣の場合には移動に際して虫の鉢が巣か
らぬけだL て巣だけが後に残る上ろな心都がないわけ

てはならぬ糸状の呼民総即ち腿が敬在L ている。中に
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，幼虫は大体構物質を好九で食べる。水中の石商や木 I; れいものはなく一般に褐色又は黒色をおびた暗色であ
片についている藻類が主なものであるが中には肉食性
のものもあって強者強食とまではゆかないが共喰ずる
場合もある。
3 ) 桶
摘の時代になると幼虫時代の巣の口はL っかりと閉
され託、ただ婿期間中の呼阪に必要な水が通り得るだ
けの細かい孔だけが残される。この中で嫡化が行われ
るのである。可携性の筒巣を持たぬもの、即ち開放性

る。
paradoxa MacLachl・

却の如き大きな黄色のはっきりした斑絞を持ち、比較
的美1 I ，、もの怜る。
成虫v" I 食物をとることがないために口越は発達して
おらないが、蝕角は良いものが多く中には体長をゆろ
ゆろと越すものもすくなくなL、。成虫の活動は夜間活
動性で水辺にある燈火には多く集まる。この事は夜間

の巣をつくっているものでは別に砂位を蒐めてきて、 l  採集を行ったもののよく経験する号とである。この盟
ずきまのない丈夫な固着性の巣をつくり J その中で煽| 火に集まる毛麹目昆虫によって水辺の人家ではその憤
化を行号。嫡の期聞は 1 - 2 週間から 1 カ月の長さに I 1 . わきに塙えられないことがL ばL ばあると云われ. る
及ぶカ種類によってまちまちであることは勿論であ| 陸上に上った成虫は食物をとらぬことからも解かる
・る。 1;様に寿命は短かく、約 1週間位で死んでL まち。交
羽化に際L ては、彼等特有の大きな大限でもって巣| 尾、産卵はこの短い期聞に行われるs 産卵は水中の右
を動、破って出る。そして直ちに水中を即時ぎ上| 面、水辺情、字たv" I 7 . 叫にある他の物質のよで行わ
って71 <聞に違L 、F付近の水草などにとどまっで初あて| れjる。との隣i准v"J:水中に潜戸、Lて卵を産むべき目的物
腐の殻をぬぎすてて空中に飛びたつのである。飛び立 I-f乙達するものが多い0 種類によって産卵の場も異p、
ってからまた附近の草むらなどに休止L て交尾の機会| また卵の形や産卵数も異っている。
を待つ。この羽化の時水中から空気中に出る聞に彼等 i5〉 毛題目の分布と環境要因
の強敵魚類に喰われることが針。しかし、さきに述| 陸水には鵬、河川、蹴等いろいろと異なった水
仕様に蹴中の拠隠の個体数は蹴跡の王座を| 域があるから、その糟酬が支即される生活環境の
U bているだけあって魚類に喰われる位は問題ではな| 諸要因もまた夫h 相違している。全体から見るとがな
く、俳優位続L ている。 Iり複雑なもの也り簡単にまとめてかる事側勅

| い。しかL この複雑な環境主要因の中でも、地形、地4 ) 成虫
|質、 P H、71<i温、水中の溶存酸素、植物などは最も重: 酢外観は麟麹目比似ており一見、峨とまちがえる位で|
| 要な要素 (Facter) と考えられる。忘る。他のものにとまる時は前後趨を駄上に屋線形状!

‘にかさねムせる。 1 各水域やその局部によって環境は異っていて、いず
蛾とい切るじく異っている刷、艇は踏片がな| れも諸要因の複雑な組合せにわて構成されており、

くその代りに款カ当、細い毛で被われていることでる
る。このことから毛趨周 (Trichoptera) なる名;d ;与え
られたものである。 (Fig.4)
羽化する毛趨自の成虫には大きな種類はなく 3 c m

その聞には徴妙な関係が存在L ている。この複雑な環
境に謹む動物の研究には、環境諸要因の相関関係を分
析し明かに1しなければ環境と怠働の関係、分布などは
究明することができない。例えば急な流れに援む動物
にとって重要な要素をなす水中溶存酸素の飽和の割合
は、苦還流では71 < 温、気圧、流速、水中の有機物の量等
| に影響を受ける。そのれも最も重要な螺v" J :畑の
低下であると去われている。しか L 一方、流速の大
小、洞底の材紛の相違等も分布を制限する重要な要素
であるから、これ等の蕗誌の相互関係も比較考察する
必要がある。また各々の場によってこれ等の務要素は
異っているばかりではなく、時間と共に変化するもの
がある。特に気候的要素、即ち降雨、降雪、融雪等は
i水温、水量の変化に大きな影響を与えるものであってFig.4， チヤメネヒゲナガトピケラ成虫 |  

み

を越すものは珍らしい。ムラサキトピケラ Neuronia 毛麹毘の幼虫は会水域にわたって分布するものでは
regina M ac1achlan カ海切Z園では最も大きなものであ! なく、海抜や水の流れる部分の差異によって種類が違
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‘っている。この事は毛麹目の分布論上から見て興味| の幼虫は発電力の害虫として注目され、信濃川7k域に
丸ある事である。その中でかなり向、分布訴すもので| めぺは憾の減退が著しくこの駆除のたるは搬

も続けて全71 < 域に分布するものはなく、とぎれとぎ| な研究が行われている o また幼虫は河川に箆む魚の良
"hl乙分布している。最も去い分布を示すものにはヤマ| 、き餌となる為に、魚釣の愛好者には特に親しまれて
ちトピグラ属〈臼0即 soma); ナガ 1レトピケラ属| いる。ヒグナガトピケラ Stenopsyc1;te  gIriseipenni号
(Rhyacophila) 等ナガレトピケラ科のものがるる。ヒ IMacLahlanやチヤメネヒグナガトピケラ Parastenop-
メト' ピケラ科くHydropsyche))の類は主として下流に Isy白日制eri Ulmer の在日き幼虫が普通用いられてい，
箆み、ミヤマトピグラ属 (Sfenophylax); ナガレトピ| る。その他には水回の害虫として挙げる事が出来る。
グラ属 (Rhyacophila) のある種は上流の冷水中に箆| 彼等の幼虫は稲を枯らせる事がらり、北海道などでは
tfo K R A W A N G  (1928) は渓流に棲む毛麹目の幼虫が| よく見ろけられる0 '或る地方、特に長野県の南部地方
，種類の異るに従ってその生活に適す水温の適度を持つ| に於いては、カlワゲラ〈方言にてー名ジヤジヤ虫〉と
ピセいることを報じている o L かしこれ等毛趨自の分布| 共にチヤメネヒグナガトピケラやヒゲナガトピケラの
に対する研究は非常に少ない。 1 : 幼虫を地方特産の名物としてツググニとしこれを食
¥ 分布の研究に於いて、その環境の諸要因を分析しそ IL、大いにその特色を生かしている処もある。
Jの結果を総合L て動物との関係を知るだけではなく、 |  むすび
それと同時に各々の彦胸の生活史も知り得なければ分| 以上訟は他の昆虫類に比べて全般的に研究のおくれ

J布状態を究明することは困難で怠る。即ち或る均搬に l- c いると思われる71 < 援昆虫特に毛主霊自につい℃、不完
; 於いて調査を行った場合、その中に生活していあ援助 1:全ではあるがその特徴と研究の段階とを述べできたつ
の ' 分布状態は各々の生活史の長短に従って同一ではな | もりで為る。 ' . ' 、日
〈、また各々の季節によっても同じではない白水濠幼| 陸7l < 7 J < : ! : 或の環境は先にも述べた様に複雑なもので昆
虫の羽化は必ずしも、同じ時期に行われるものではな| って、この複雑な環境要素が水棲昆虫の約半分をしめ
いと去ろ処にある。
5. 毛麹菌と人生

ている毛趨自に志f ; I ，、ての研究をおくらせている大きな
要素である事は承知の事実でらる。しかL 毛趨貝の研

l、毛週目と苦々の生活との関係を考察してみた時、苔| 究が他と比絞して除りにもおくれているという理由は
亀 l

k に及ぼす影響は少ない様に思われるが、この昆虫で| 陸水水域の複雑な環境要素に原因するばかりでなく、
もいろいろの面で苔々と深い関係がある。 1 毛麹自なる昆虫がどんな生活史を持ち、どんな形態的
川に関係のある産業と L ては先ず発電と云ろことが| 特徴を持っているかを知らぬ人が多い惑にも原因する
上げられるが、この発電の筈虫として毛趨自の幼虫が| のではなL 、かと思われる。生哲学、生理学、または分
大きくグロ F ズア0 / プされて来る。 I類学、動物地理学上にも多くの興味部4、問題を残L て
特に流士iの強い処に固着性の巣を造って生活してい| いるこの毛趨自の研究に進まんとする人の一人でも多
るシマトピケラ 'Macronema radiadum MacLachlan I く出る事を望んでやまなし、。 T  

(p.225 カミら〉
い。 5 m m弱。
11. O. fodiens Waterh. エシマコガネ
平地には普通だがここでは極〈限られた場所で少数

/ が採集出来るだけである。 6 m m位。
12.' O. lenzii Harold.. カドマルエンマコガネ

ー胸部の両端が尖っているのが普通だが、小型のもの
は丸くなっている場合がj z ，るので前径と混同されやす
い。体長は 7 - 1 2 m m、本属中最も普通のもので会糞
虫の聞ではダイコグ 2 ガネと共に多数が採集出来る。
13. O. ater Waterh. グロマJv=:--マガネ
胸部中央が隆起しているので他の種とは区別される
7 m m前後. 可成り多いカ清百者と混って得られるが個
体数は主主かに少なし、。
14 O. sp. 
前 2麗に甚だよく似ているが、胸部は1Lしつやが
なく、外観は fodiensに似るが大型、前 2種と混って
採集されるが、前種と麹度は殆んど同じ。やや大型。
これはやたらに同定することは危険であるから同定し

ない。何等外観的な特徴はない。
以よ13箇を確認したが、この牧場自身とじては中国
低山地から去って平凡で、喰平地で見られる普通種が
少なくて山地性の強いものは得られず、毎年何度行っ
ても殆んど同じ結果である。隣接の段ケ峯一倍は山地
位-wH J : - 互主主主地性のものに恵まれている点から考えて、
標高が低いと去ろ他に何等かの原因は無いものだろう
か。或はまだ調査が完全でない証拠かも知れない。最
後に種々御教示を受けた氏家惇、岡田弘. 横山創jの諸
氏に感謝の意を表する。
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